
 

発     言     通     告     書 

    令和 7年 2月 26日 

松山市議会議長 原   俊 司 殿   

  松山市議会議員 向 田 将 央 

次のとおり通告します。    

発言順位 １ 受領日時 2月 26日 午前 10時 00分 1 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 20 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

No 件        名 発  言  の  要  旨 

1 企業誘致の現状と今後について （１）周辺の東温市など、まちの発展のため、積極的に企業誘致に取り 

   組む他の自治体の状況をどのように認識しているか。 

  （２）石破首相の発言どおり、要求している国の第 2世代交付金予算が 

   国会の承認を得られれば、地方にも財源獲得の大きなチャンスが巡 

   ってくると考えられる。この交付金に関し、企業誘致など産業振興に 

   関連した本市のこれまでの活用例を問う。 

   また、今後、どのような目的で活用することが考えられるのか、現時点 

   での本市の考えを問う。 

  （３）本市の取組は他の自治体と比較して後手に回りすぎなのではない 

   かという市民の意見について、どのように考えているのか。 

   また、定住者を増やし、経済を発展させるためには、製造業のような 

   大規模な投資や雇用が見込まれる企業の誘致が必要と考えるが、現 

   在の取組状況及び今後の対応について問う。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 


